
主
催
者
を
代
表
し
て
山
形
連

合
分
会
長
谷
川
分
会
長
（
山
形

車
両
セ
ン
タ
ー
）
は
、
「
安
心

し
て
働
け
る
職
場
を
共
に
つ
く

ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
東
日
本
本
部
宮

崎
副
委
員
長
、
同
武
田
組
織
部

長
、
東
日
本
本
部
工
務
協
湯
浅

議
長
、
交
運
共
済
仙
台
事
業
所

伊
賀
所
長
が
出
席
し
、
地
本
大

沼
委
員
長
、
原
子
書
記
長
、
千

葉
組
織
部
長
も
同
席
し
た
。

来
賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
大
沼
委
員
長
か
ら
は

国
労
手
帳
と
国
労
バ
ッ
ジ
が
大

友
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
、
東
日
本

本
部
武
田
組
織
部
長
か
ら
は
、

全
国
の
仲
間
か
ら
届
け
ら
れ
た

檄
布
が
贈
ら
れ
た
。

そ
し
て
新
規
加
入
し
た
大
友

さ
ん
は
、
「
一
年
間
考
え
て
国

労
に
入
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

明
る
く
加
入
に
際
し
て
の
言
葉

を
述
べ
て
、
会
場
か
ら
盛
大
な

熱
烈
歓
迎
の
拍
手
を
受
け
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
工
務
協

湯
浅
議
長
が
「
大
友
さ
ん
の
決

断
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
国

労
保
線
ガ
ー
ル
の
誕
生
を
お
祝

い
し
た
い
」
と
述
べ
て
声
高
ら

か
に
祝
杯
を
挙
げ
た
。

そ
の
後
、
大
友
さ
ん
に
対
し

て
出
席
者
全
員
か
ら
加
入
の
感

謝
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
、
会
は
大
友
さ

ん
が
初
め
て
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
締
め
ら
れ
た
。

【
弘
】
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4
・
10

第
8
回
地
方
執
行
委
員
会

4
・
12

第
58
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

4
・
19

婦
人
部
常
任
委
員
会

4
・
19-

20

福
祉
問
題
学
習
会
・
慰
労
会

4
・
23

国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会
総
括
会
議

4
・
24

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
（
宮
城
・
福
島
）

4
・
30

東
北
交
運
労
協
（
バ
ス
部
会
）

5
・
9

国
労
東
北
協
議
会
幹
事
会

5
・
10

15
春
闘
総
括
会
議

5
・
12

第
9
回
地
方
執
行
委
員
会

【
熱
烈
歓
迎

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
共
に
つ
く
ろ
う
】

＝
山
形
県
支
部
山
形
連
合
分
会
国
労
加
入
歓
迎
会
＝

4
月
9
日
付
で
新
規
加
入
し
た
山
形
連
合
分
会
大
友
麻
実
さ

ん
の
歓
迎
会
が
、
5
月
2
日
、
山
形
市
内
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
会
に
は
、
当
該
職
場
の
山
形
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
の
組
合

員
を
中
心
に
21
人
の
仲
間
が
出
席
し
て
、
大
友
さ
ん
の
新
規
加

入
を
歓
迎
し
た
。

Ｎo . 2699
2015年5月15日
発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田昌仙

地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
（
以
下
安
プ
ロ
会
議
）

は
、
前
記
の
よ
う
な
惨
事
を

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
、

そ
の
た
め
に
は
乗
客
や
働
く

社
員
の
側
に
立
っ
た
安
全
対

策
や
会
社
施
設
を
求
め
て
い

く
と
し
て
06
年
10
月
に
設
置
。

以
降
、
定
期
的
に
会
議
を
重

ね
安
全
に
関
す
る
調
査
・
研

究
・
分
析
を
進
め
て
き
た
。

そ
し
て
具
体
的
活
動
と
し
て
、

①
毎
年
4
月
25
日
に
「
安
全

問
題
を
検
証
す
る
集
会
」
を

開
催
す
る
、
②
各
職
能
・
職

場
の
問
題
を
集
約
し
、
問
題

の
共
有
化
と
改
善
運
動
に
向

け
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

取
る
、
③
諸
要
求
を
業
務
部

で
ま
と
め
、
団
交
開
催
を
支

社
に
求
め
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
き
た
。

宮
城
県
集
会
は
エ
ル
パ
ー
ク

仙
台
で
開
催
し
、
主
催
者
あ

い
さ
つ
と
安
プ
ロ
会
議
か
ら

の
問
題
提
起
後
、
職
場
か
ら

の
報
告
と
し
て
、
仙
台
電
気

協
議
会
か
ら
千
葉
議
長
が
、

「
大
根
原
踏
切
事
故
対
策
と

そ
の
後
」
に
つ
い
て
報
告
。

続
い
て
山
形
県
支
部
原
田
委

員
長
か
ら
、
「
仙
山
線
で
長

時
間
に
亘
っ
て
乗
客
が
列
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
事
象

の
問
題
点
」
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
た
。

ま
た
福
島
県
集
会
は
郡
山
市

ビ
ッ
ク
ア
イ
で
開
催
し
、
電

気
協
議
会
か
ら
大
橋
事
務
長

が
仙
台
と
同
様
の
テ
ー
マ
で

報
告
し
、
続
い
て
福
島
県
支

部
放
射
線
対
策
委
員
会
か
ら

小
檜
山
対
策
委
員
長
が
、

「
放
射
能
汚
染
と
労
働
環
境

改
善
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

福
島
県
集
会
で
は
、
地
本
安

プ
ロ
会
議
を
代
表
し
て
歌
川

業
務
部
長
（
地
本
副
委
員
長
）

は
、
「
こ
の
間
の
取
り
組
み

で
は
、
新
幹
線
総
合
車
両
セ

ン
タ
ー
Ｔ
Ｋ
Ｋ
社
員
の
労
災

死
亡
事
故
か
ら
始
ま
り
、
昨

年
は
塩
釜
SP
の
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
社
員
感
電
事
故
と
磐
越

西
線
翁
島
・
更
科
間
の
協
力

会
社
作
業
員
の
労
災
死
亡
事

故
を
取
り
上
げ
、
会
社
側
に

事
故
原
因
と
対
策
を
明
ら
か

に
さ
せ
て
き
た
。

安
プ
ロ
会
議
で
は
職
場
実
態

を
詳
細
に
把
握
・
集
約
し
、

現
場
と
連
携
し
て
団
交
で
は

会
社
の
誤
り
を
正
し
、
問
題

改
善
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

今
後
も
会
社
の
言
う
「
究
極

の
安
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ

け
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
安
プ
ロ
会
議
の
活

動
を
展
開
す
る
」
と
述
べ
た
。

地
方
本
部
は
4
月
24
日
、
仙
台
市
内
と
郡
山
市
内
に
お
い
て
、

「
安
全
問
題
を
検
証
す
る
日
」
と
し
て
集
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
10
年
前
の
05
年
4
月
25
日
に
発
生
し
た

JR
西
日
本
福
知
山
線
で
の
脱
線
転
覆
事
故
（
死
者
１
０
７
人
、

負
傷
者
５
６
２
人
）
及
び
、
同
年
12
月
の
JR
東
日
本
羽
越
線
で

の
脱
線
転
覆
事
故
、
翌
06
年
1
月
の
JR
西
日
本
伯
備
線
で
の
触

車
死
亡
事
故
な
ど
、
立
て
続
け
に
発
生
し
た
重
大
鉄
道
事
故
に

鑑
み
、
仙
台
支
社
内
で
発
生
し
た
運
転
事
故
・
労
災
事
故
等
に

つ
い
て
検
証
し
、
教
訓
化
す
る
た
め
に
06
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
も
の
。

分会の仲間と共に



地
方
本
部
は
4
月
19
〜
20
日
、

松
島
町
・
ホ
テ
ル
大
観
荘
に
お

い
て
「
福
祉
問
題
学
習
会
及
び

慰
労
会
」
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
15
年
度
と
16
年

度
の
退
職
予
定
者
の
う
ち
、
既

に
昨
年
参
加
し
た
対
象
者
を
除

い
た
28
人
が
参
加
し
、
退
職
後

の
諸
制
度
等
に
つ
い
て
学
習
し

た
。冒

頭
、
東
北
労
金
の
石
垣
営

業
推
進
部
調
査
役
よ
り
、
「
公

的
年
金
制
度
の
見
通
し
と
定
年

退
職
予
定
者
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
」
を
受
け
、
続
い
て
東

日
本
本
部
佐
藤
書
記
長
か
ら
は
、

シ
ニ
ア
に
関
す
る
諸
制
度
と
エ

ル
ダ
ー
社
員
制
度
関
連
、
ま
た

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
の
組
合

員
継
続
の
要
請
が
さ
れ
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
手
帳
取
得

に
つ
い
て
は
中
島
地
本
ア
ス
ベ

ス
ト
対
委
員
長
が
説
明
を
行
な
っ

た
。続

い
て
交
運
共
済
か
ら
は
、

東
北
支
所
太
田
副
本
部
長
か
ら

あ
い
さ
つ
を
受
け
、
東
北
支
所

仙
台
事
業
所
伊
賀
所
長
よ
り
60

歳
以
降
の
再
雇
用
者
・
退
職
者

の
各
種
共
済
利
用
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。

更
に
鉄
道
退
職
者
の
会
仙
台

地
方
連
合
会
か
ら
は
沼
下
事
務

局
長
か
ら
積
極
的
な
加
入
の
要

請
が
あ
っ
た
。

第
二
部
の
慰
労
会
で
は
、
40

余
年
に
亘
る
鉄
道
人
生
で
苦
楽

を
共
に
し
た
仲
間
と
の
語
ら
い

が
尽
き
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

た
。

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
大
宮

三
男

○
五
十
嵐
隆
敏

○
村
上

晃
一

○
後
藤

秀
一

○
村
上

広
記

○
阿
部

正
夫

○
岡
根

悟
資

○
齋

琢
男

○
安
保

功
彦

○
横
山

静
夫

○
白
井

光
則

○
堀
越

章
広

○
高
橋

眞

○
大
越

喜
一

○
真
砂

久
子

○
加
藤

宏

○
菅
野

次
男

○
熊
田

幸
雄

○
鈴
木

芳
紀

○
須
藤

昌
志

○
新
田

順
一

○
佐
藤

文
彦

○
佐
々
木
茂
美
○
川
口

弘
昭

○
内
田

五
郎

○
酒
井

均

○
阿
部

靖
彦

○
仙
崎

淳
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国労運動を支え続けてきた先輩方

退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

鈴
木

博
文
さ
ん

郡
山
設
備
（
電
力
）

（
日
本
リ
ー
テ
ィ
ッ
ク
）

森
本

重
隆
さ
ん

仙
総
台
車

（
東
日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

佐
藤

典
彦
さ
ん

東
工
所
（
退
職
）

4
月
30
日
付

及
川

隆
志
さ
ん

東
工
所
（
嘱
託
）

加
藤

悟
さ
ん

仙
台
保
線
区
（
退
職
）

大
宮

三
男
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
岩
切
用
地
）

小
室

勝
則
さ
ん

岩
沼
駅
連
合
（
退
職
）

長
谷
川

正
幸
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
仙
建
若
松
土
木
）

斎
藤

久
文
さ
ん

山
形
連
合

（
Ｊ
テ
ッ
ク
山
形
）

4
月
28
日
付

佐
藤

誠
勇
さ
ん

貨
物
宮
城
（
退
職
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

郡
山
工
場
支
部
車
体
科
分

会
の
安
藤
芳
典
さ
ん
が
、
3

月
21
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
58
歳
で
し
た
。

心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

山
手
線
の
電
柱
倒
壊
事
故
は

私
が
保
守
し
て
い
る
電
力
設

備
の
事
故
で
あ
る
。

「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
が
、
「
日

本
の
技
術
者
や
作
業
員
は
真

面
目
で
技
術
力
は
高
い
が
、

余
裕
が
な
い
の
で
は
？
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
と
お

り
で
あ
る
と
実
感
す
る
。

請
負
会
社
は
複
数
の
工
事
を

抱
え
て
工
期
も
余
裕
が
な
く
、

一
つ
つ
ま
ず
く
と
大
変
な
事

に
な
る
。

そ
し
て
そ
の
し
わ
寄
せ
は
3

Ｋ
労
働
（
劣
悪
な
労
働
条
件
）

と
し
て
下
請
け
に
丸
投
げ
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

ひ
と
た
び
何
か
あ
れ
ば
、
そ

の
責
任
は
「
責
任
施
工
」
の

名
の
下
に
、
請
負
会
社
へ
責

任
転
嫁
さ
れ
、
ま
た
下
請
け

作
業
員
に
は
労
災
死
傷
事
故

と
い
う
最
悪
の
形
で
繰
り
返

し
発
生
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
実
態
が
、
今
回
の

山
手
線
の
事
故
の
背
後
要
因

に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か

だ
。保

守
区
で
監
督
業
務
し
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
事
故
の
度

に
実
感
す
る
。

今
回
の
山
手
線
の
事
故
は
工

事
区
の
発
注
及
び
監
督
の
工

事
で
あ
る
が
、
強
度
計
算
が

行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
報
道

が
さ
れ
て
い
る
。

併
せ
て
倒
壊
し
た
柱
（
支
線

の
仮
の
基
礎
と
し
て
代
用
さ

れ
た
）
の
基
礎
確
認
も
し
っ

か
り
出
来
て
い
な
か
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
工
事
区
社
員

の
技
術
力
は
も
と
よ
り
過
重

な
業
務
量
が
背
景
に
あ
る
こ

と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、

し
か
し
そ
の
実
態
は
工
事
職

場
国
労
組
合
員
が
不
在
と
い

う
こ
と
も
あ
り
表
面
に
現
れ

な
い
。

ま
た
、
私
が
働
く
保
守
区
で

は
、
そ
の
基
礎
等
の
強
度
計

算
の
元
と
な
る
図
面
や
諸
元

デ
ー
タ
の
管
理
・
更
新
を
行
っ

て
い
る
が
、
お
世
辞
に
も
し
っ

か
り
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。

加
え
て
、
工
事
区
の
工
事
内

容
は
、
個
々
の
担
当
保
守
区

に
説
明
も
殆
ど
な
く
、
「
い

つ
の
間
に
か
設
備
が
変
わ
っ

て
い
た
」
と
い
う
状
況
も
度
々

発
生
し
て
お
り
、
異
変
を
見

逃
す
要
因
で
あ
る
と
感
じ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
般
の

川
崎
事
故
な
ど
す
べ
て
の
事

故
は
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
根
は
深
い
。

「
設
備
部
門
に
お
け
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
＝

設
備
メ
ン
テ
合
理
化
」
か
ら

14
年
が
経
過
し
た
が
、
そ
の

矛
盾
は
解
消
す
る
こ
と
な
く

今
も
進
行
中
だ
。

今
回
の
事
故
を
会
社
は
ど

う
受
け
止
め
る
の
か
。

JR
北
海
道
の
問
題
は
、
対
岸

の
火
事
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
自
覚
す
る
こ

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

立
山
昭
仁

【
国
労
仙
台
地
本
電
気
協
議

会
・
新
幹
線
分
科
長

白
石

電
力
メ
セ
勤
務
】

エ
ル
ダ
ー
退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

斎
藤

志
津
子
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
ビ
ジ
ネ
ス
え
き
ね
っ
と
）

4
月
30
日
付

日
向

孝
治
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
新
幹
線
仙
台
）


